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解
説 

 
 

 

サ
ツ
マ
イ
モ
歴
史
文
化
研
究
の
第
一
人
者
だ
っ
た
井
上
浩
先
生 

～
約
五
十
年
間
の
研
究
活
動
を
顧
み
て
～ 

 

山
田
英
次 

 

（
川
越
い
も
友
の
会
事
務
局
長
、
サ
ツ
マ
イ
モ
ま
ん
が
資
料
館
館
長
、
日
本
い
も
類
研
究
会
役
員
） 

 

一 

は
じ
め
に
～
約
四
十
年
前
の
出
会
い
～ 

サ
ツ
マ
イ
モ
の
文
化
史
研
究
に
半
生
を
さ
さ
げ
た
井
上
浩
先
生
が
、
二
〇
二
三
年
七
月
十
一
日
に
満
九
十

二
歳
で
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
。 

私
が
井
上
先
生
に
、
は
じ
め
て
お
会
い
し
た
の
は
、
約
四
十
年
前
の
一
九
八
二
（
昭
和
五
十
七
）
年
の
春

頃
だ
っ
た
。
す
で
に
そ
の
頃
に
は
、
川
越
い
も
歴
史
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
っ
た
。
当
時
、
川
越
市
制
六
十

周
年
を
記
念
し
て
、
地
域
再
発
見
の
た
め
に
市
民
向
「
さ
つ
ま
い
も
ト
ー
タ
ル
学
講
座
」
を
、
私
（
当
時
、

社
会
教
育
の
公
民
館
職
員
だ
っ
た
）
が
企
画
し
た
時
に
講
師
の
一
人
と
し
て
依
頼
し
た
の
が
、
出
会
い
の
キ

ッ
カ
ケ
で
あ
っ
た
。
偶
然
に
も
、
そ
の
時
井
上
先
生
は
川
越
い
も
研
究
会
を
組
織
し
て
「
川
越
い
も
の
歴
史

展
」
を
、
川
越
の
街
な
か
の
蔵
造
り
資
料
館
に
て
九
月
～
十
二
月
に
開
催
予
定
の
準
備
中
で
あ
っ
た
。
そ
の

よ
う
な
こ
と
か
ら
、
そ
の
後
の
長
い
ご
縁
が
は
じ
ま
っ
た
。 
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二 

井
上
先
生
の
人
柄
と
研
究
活
動
の
広
さ 

井
上
浩
先
生
は
、
昭
和
六
年
四
月
五
日
に
埼
玉
県
の
飯
能
で
生
ま
れ
た
戦
中
派
で
あ
っ
た
。
旧
制
川
越
中

学
二
年
生
（
十
四
歳
）
の
時
、
勤
労
動
員
先
の
陸
軍
兵
器
製
造
工
場
で
終
戦
を
迎
え
た
と
い
う
。
敗
戦
を
経

験
し
て
世
の
中
が
ガ
ラ
リ
と
変
わ
っ
て
、
人
生
の
価
値
観
も
ま
っ
た
く
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
昭
和

二
十
九
年
に
東
京
教
育
大
学
経
済
学
科
を
卒
業
後
、
埼
玉
県
立
浦
和
高
校
の
定
時
制
・
通
信
制
の
教
師
と
し

て
ま
ず
就
職
し
、
そ
の
後
、
全
日
制
の
社
会
科
の
教
諭
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
昭
和
五
十
五
年
に
県
立
松
山
高

校
（
東
松
山
市
）
に
転
勤
し
、
定
年
ま
で
勤
務
さ
れ
た
。
戦
争
体
験
を
通
し
て
権
威
を
嫌
う
よ
う
に
な
り
、

生
涯
を
ヒ
ラ
の
教
師
と
し
て
押
し
通
し
た
。
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
は
、
社
会
科
の
テ
ス
ト
を
行
っ
た
と
き
、

回
答
が
で
き
な
い
生
徒
が
、
サ
ツ
マ
イ
モ
の
こ
と
を
書
け
ば
点
数
を
も
ら
え
た
と
の
逸
話
が
あ
る
。
ユ
ニ
ー

ク
な
教
師
だ
っ
た
横
顔
と
し
て
、
私
の
記
憶
に
も
残
っ
て
い
る
。 

人
柄
は
、
親
し
み
易
く
、
何
事
に
も
行
動
的
で
、
交
際
範
囲
が
驚
く
ほ
ど
広
く
、
い
ろ
い
ろ
な
方
か
ら
好

か
れ
る
飾
ら
な
い
性
格
で
あ
っ
た
。
お
い
も
仲
間
の
他
に
、
特
に
文
化
人
や
趣
味
人
な
ど
の
方
々
と
の
、
幅

広
い
お
付
き
合
い
が
多
か
っ
た
。 

井
上
先
生
の
研
究
は
、
農
業
経
済
史
を
専
攻
し
た
こ
と
か
ら
、
地
方
の
物
産
史
が
基
盤
で
あ
っ
た
。 

奥
様
（
和
子
氏
）
と
結
婚
し
て
、
川
越
に
住
む
よ
う
に
な
っ
た
た
め
か
、
川
越
地
方
に
関
す
る
研
究
が
多

か
っ
た
。
埼
玉
県
内
の
麦
作
の
歴
史
や
河
越
そ
う
め
ん
、
養
蚕
史
、
川
越
唐
桟
、
甘
柿
の
禅
寺
丸
、
川
越
い

も
、
入
間
ゴ
ボ
ウ
、
マ
ク
ワ
ウ
リ
、
サ
ト
イ
モ
な
ど
の
物
産
の
他
、
民
俗
芸
能
や
祭
り
、
汚
名
返
上
の
た
め

不
老
川
（
昭
和
六
十
年
当
時
、
日
本
一
汚
い
河
川
と
騒
が
れ
た
）
の
総
合
研
究
活
動
も
行
わ
れ
た
。
地
元
で

は
郷
土
史
研
究
家
と
し
て
評
価
さ
れ
、
昭
和
五
十
二
年
か
ら
、
長
年
、
川
越
市
の
文
化
財
保
護
審
議
会
の
委

員
を
務
め
ら
れ
た
。 
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し
か
し
、
井
上
先
生
を
一
言
で
表
現
す
る
と
し
た
ら
、
日
本
の
サ
ツ
マ
イ
モ
歴
史
文
化
研
究
の
第
一
人
者

で
あ
っ
た
と
言
え
る
。 

 
三 
井
上
先
生
の
サ
ツ
マ
イ
モ
研
究
が
飛
躍 

先
生
が
、
サ
ツ
マ
イ
モ
研
究
を
始
め
た
キ
ッ
カ
ケ
は
、
川
越
い
も
の
歴
史
研
究
か
ら
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ

は
昭
和
四
十
年
代
中
頃
だ
と
思
え
る
。
そ
の
理
由
を
、
先
生
は
「
川
越
に
住
み
、
高
校
で
歴
史
や
地
理
を
教

え
る
者
に
と
っ
て
不
思
議
だ
っ
た
の
は
、
川
越
ほ
ど
の
サ
ツ
マ
イ
モ
産
地
に
、
そ
の
文
化
史
を
研
究
し
た
人

が
い
な
か
っ
た
こ
と
だ
」
と
記
し
て
い
る
。『
埼
玉
史
談
』
十
八
巻
第
四
号
の
一
九
七
一
年
十
二
月
号
に
「
川

越
い
も
の
作
り
初
め
」
と
い
う
小
論
を
、
最
初
の
研
究
成
果
と
し
て
発
表
し
て
い
る
。 

そ
れ
か
ら
十
年
後
、
そ
の
小
論
を
読
ん
だ
ア
メ
リ
カ
人
の
ベ
ー
リ
・
ド
ゥ
エ
ル
先
生
（
川
越
市
在
住
で
、

当
時
、
国
際
商
科
大
学
講
師
で
文
化
人
類
学
を
研
究
＝
現
・
東
京
国
際
大
学
名
誉
教
授
）
が
、
お
会
い
し
た

い
と
声
を
掛
け
、
お
二
人
で
の
川
越
い
も
及
び
サ
ツ
マ
イ
モ
文
化
史
研
究
が
は
じ
ま
っ
た
。
オ
ン
リ
ー
ツ
ー

で
の
イ
モ
学
研
究
で
あ
っ
た
。 

大
き
な
変
化
が
起
こ
っ
た
の
は
、
昭
和
五
十
七
年
秋
か
ら
の
「
川
越
い
も
の
歴
史
展
」
と
公
民
館
講
座
の

「
さ
つ
ま
い
も
ト
ー
タ
ル
学
」
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
い
も
料
理
を
看
板
に
し
た
「
い
も
膳
」
が
昭
和
五
十
七

年
に
偶
然
に
も
開
店
し
た
。
翌
年
、
公
民
館
主
導
で
「
川
越
い
も
祭
」
が
開
か
れ
、
さ
ら
に
そ
の
勢
い
で
昭

和
五
十
九
年
三
月
に
、
市
民
運
動
と
し
て
「
川
越
い
も
友
の
会
」
が
発
足
さ
れ
、
川
越
い
も
文
化
活
動
に
火

が
つ
い
た
。
そ
の
中
心
的
な
立
場
に
い
た
の
が
、
井
上
先
生
で
あ
っ
た
。 
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四 

井
上
先
生
の
イ
モ
学
の
主
な
業
績 

井
上
先
生
の
サ
ツ
マ
イ
モ
歴
史
文
化
史
研
究
の
主
な
業
績
を
あ
げ
れ
ば
、
次
の
よ
う
な
事
柄
で
あ
る
と
思

え
る
。 

・
川
越
い
も
の
歴
史
解
明
・
・
・
川
越
い
も
の
作
り
初
め
か
ら
、
江
戸
後
期
に
焼
き
芋
用
の
原
料
と
し
て

有
名
に
な
り
、
さ
ら
に
甘
藷
増
収
法
を
確
立
し
た
赤
沢
仁
兵
衛
の
登
場
や
芋
せ
ん
べ
い
の
歴
史
、
芋
掘
り
観

光
農
業
な
ど
の
隆
盛
を
研
究
さ
れ
た
。 

特
に
、
私
が
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
「
江
戸
時
代
に
将
軍
が
川
越
い
も
の
美
味
な
る
を
絶
賛
し
た
」

と
い
う
有
名
な
逸
話
を
、
か
な
り
真
剣
に
文
献
調
査
を
し
て
、
結
局
そ
れ
は
、
或
る
郷
土
史
研
究
家
が
話
し

た
作
り
話
だ
っ
た
、
と
の
結
論
を
得
て
、
私
に
話
し
て
く
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
一
般
に
誇
張
し
て
言
い
伝
え

ら
れ
る
こ
と
は
、
後
世
の
作
り
話
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
教
え
ら
れ
た
。 

・
江
戸
及
び
東
京
の
焼
き
芋
文
化
史
・
・
・
焼
き
芋
の
歴
史
文
化
を
か
な
り
詳
し
く
取
材
研
究
さ
れ
、
甘

藷
問
屋
の
み
な
ら
ず
戦
後
の
石
焼
き
芋
出
稼
ぎ
労
働
者
の
実
情
や
、
焼
き
芋
の
販
売
す
る
音
声
（
地
方
に
よ

っ
て
異
な
る
）
ま
で
調
べ
ら
れ
て
い
た
。 

・
紅
赤
の
文
化
研
究
・
・
・
紅
赤
は
、
明
治
三
十
一
年
に
埼
玉
県
北
浦
和
の
山
田
い
ち
が
発
見
し
た
イ
モ

で
あ
っ
た
た
め
、
か
な
り
詳
し
く
研
究
さ
れ
て
い
た
。
川
越
地
方
の
紅
赤
づ
く
り
名
人
に
栽
培
技
術
を
取
材

さ
れ
る
と
共
に
、
東
京
の
東
村
山
市
周
辺
で
も
紅
赤
作
り
に
誇
り
を
も
っ
て
い
る
農
家
へ
も
足
を
運
び
、
熱

心
に
取
材
を
さ
れ
て
い
た
。 

・
沖
縄
百
号
（
勝
利
百
号
）
の
歴
史
研
究
・
・
・
井
上
先
生
は
、
日
本
で
育
種
さ
れ
た
沖
縄
百
号
が
、
戦

時
中
に
中
国
へ
渡
り
、
そ
の
後
、
普
及
し
て
勝
利
百
号
と
な
っ
た
新
聞
記
事
（
一
九
八
四
年
九
月
）
を
読
ん

で
い
た
た
め
、
六
年
後
の
、
一
九
九
〇
年
八
月
に
「
中
国
サ
ツ
マ
イ
モ
視
察
団
」（
川
越
い
も
友
の
会
主
催
）



177 

 

を
組
織
し
、
中
国
各
地
の
甘
藷
研
究
施
設
を
巡
っ
た
。
私
も
同
行
し
た
が
、
中
国
の
育
種
の
大
家
：
盛
家
廉

先
生
に
会
い
、
そ
の
後
、
そ
の
遺
伝
を
継
ぐ
「
徐
薯
十
八
号
」
が
開
発
さ
れ
た
と
の
取
材
を
さ
れ
て
、
中
国

と
日
本
の
イ
モ
文
化
の
親
密
性
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
。 

井
上
先
生
の
研
究
ス
タ
イ
ル
は
、
ま
ず
図
書
館
な
ど
で
十
分
文
献
資
料
調
査
を
さ
れ
て
、
そ
の
あ
と
多
く

の
現
地
の
関
係
者
に
会
い
、
聞
き
取
り
を
さ
れ
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
多
く
の
貴
重

な
聞
き
書
き
ノ
ー
ト
を
残
さ
れ
た
。
発
表
の
文
体
は
、
一
般
人
に
も
分
か
り
易
く
読
み
や
す
い
文
章
で
馴
染

み
や
す
い
も
の
だ
っ
た
。
日
本
い
も
類
研
究
会
や
い
も
類
振
興
情
報
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公
表
さ
れ
て
い
て
、

多
く
の
小
論
や
エ
ッ
セ
イ
を
読
む
こ
と
が
で
き
る
。 

 

五 

サ
ツ
マ
イ
モ
資
料
館
長
と
し
て
活
躍 

川
越
い
も
友
の
会
が
発
足
し
、
昭
和
六
十
年
頃
か
ら
川
越
い
も
文
化
活
動
が
予
想
以
上
に
活
発
に
な
る
と
、

井
上
先
生
は
「
川
越
に
、
サ
ツ
マ
イ
モ
資
料
館
の
設
置
を
」
と
唱
え
出
し
、
川
越
い
も
友
の
会
の
大
き
な
夢

と
な
っ
た
。 

そ
の
夢
に
賛
同
し
た
「
い
も
膳
」
社
長
の
神
山
正
久
氏
が
、
結
局
、
民
営
の
「
サ
ツ
マ
イ
モ
資
料
館
」
を

同
敷
地
内
に
建
設
し
、
平
成
元
年
四
月
に
開
館
さ
せ
た
。
当
初
の
三
年
間
は
、
私
（
山
田
）
が
館
長
を
務
め

運
営
し
た
が
、
平
成
四
年
四
月
よ
り
閉
館
す
る
平
成
二
十
年
六
月
ま
で
の
十
七
年
間
、
定
年
後
の
井
上
先
生

が
館
長
を
務
め
た
。
館
長
時
代
、
全
国
の
イ
モ
産
地
を
訪
ね
る
と
共
に
各
地
の
イ
モ
関
係
者
と
幅
広
い
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
構
築
さ
れ
た
。
反
響
の
大
き
か
っ
た
特
別
企
画
展
示
と
し
て
、
終
戦
五
十
周
年
記
念
の
「
戦
争

と
サ
ツ
マ
イ
モ
」
展
な
ど
を
行
っ
た
り
し
た
。
ま
た
海
外
へ
は
、
中
国
や
サ
イ
パ
ン
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
な
ど
に

イ
モ
関
係
で
足
を
運
ば
れ
た
。
そ
の
間
、
い
も
類
振
興
会
の
評
議
員
や
日
本
い
も
類
研
究
会
の
二
代
目
の
会
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長
を
務
め
ら
れ
た
。
二
〇
〇
五
年
の
、
琉
球
へ
の
甘
藷
伝
来
四
百
年
記
念
の
時
に
は
、
沖
縄
県
嘉
手
納
町
の

野
國
總
管
甘
藷
伝
来
四
百
年
祭
に
招
か
れ
、
長
年
の
甘
藷
に
関
す
る
啓
蒙
・
啓
発
活
動
を
評
価
さ
れ
「
野
國

總
管
甘
藷
功
労
賞
」
を
受
賞
さ
れ
た
。
そ
の
こ
と
が
嬉
し
い
出
来
事
だ
っ
た
と
、
後
年
、
文
中
で
記
し
て
い

る
。 

 

六 

亡
く
な
る
ま
で
イ
モ
文
化
史
研
究
に
情
熱 

井
上
先
生
は
、
『
埼
玉
史
談
』
『
武
蔵
野
ペ
ン
』
『
川
越
い
も
友
の
会
関
係
の
各
冊
子
』
、
『
い
も
類
振
興
情

報
』
な
ど
に
、
多
く
の
イ
モ
文
化
史
関
係
の
文
章
を
発
表
さ
れ
た
。
二
〇
一
七
年
十
一
月
に
脳
梗
塞
で
倒
れ

ら
れ
て
か
ら
も
、
入
院
中
に
ベ
ッ
ド
の
上
で
原
稿
を
執
筆
さ
れ
、
そ
の
熱
意
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
自
宅
へ

戻
っ
て
き
て
か
ら
も
、
部
屋
中
に
原
稿
を
広
げ
、
執
筆
活
動
に
励
ん
で
い
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。
二
〇
一
八

年
秋
に
、
川
越
市
立
博
物
館
で
開
催
さ
れ
た
「
川
越
と
サ
ツ
マ
イ
モ
」
企
画
展
に
も
、
歩
行
補
助
器
具
を
使

っ
て
訪
れ
、
十
一
月
に
来
訪
さ
れ
た
沖
縄
の
伊
波
勝
雄
先
生
や
茨
城
の
先
﨑
千
尋
先
生
を
案
内
し
、
共
に
イ

モ
文
化
史
に
つ
い
て
熱
く
語
り
あ
っ
た
。
先
生
の
最
後
の
夢
は
、
今
ま
で
の
研
究
成
果
を
ま
と
め
た
仮
称
『
川

越
い
も
の
文
化
史
』
の
書
籍
を
出
版
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。 

七
月
に
亡
く
な
っ
た
後
、
ご
家
族
が
調
べ
た
と
こ
ろ
、
約
八
割
か
た
の
原
稿
は
ま
と
ま
っ
て
い
て
『
川
越

地
方
の
サ
ツ
マ
イ
モ
文
化
史
』
と
い
う
表
題
が
つ
い
て
い
た
と
い
う
。
ご
長
男
・
健
氏
は
、
関
係
者
の
協
力

を
得
て
、
一
周
忌
ま
で
に
は
発
刊
す
る
こ
と
を
決
め
、
本
書
の
完
成
に
至
っ
た
。
戒
名
は
、
サ
ツ
マ
イ
モ
の

魅
力
を
広
く
世
に
伝
え
、
教
師
と
し
て
の
生
涯
を
全
う
し
た
こ
と
に
因
み
、
「
芋 う

博 は
く

浩 こ
う

教
き
ょ
う

信
士
」
と
つ
け
ら

れ
た
。 

 


